日時：平成21年3月2日（月）19:15-21:30
場所：みえ市民活動ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 交流ｽﾍﾟｰｽ6･7･8
平成２０年度　第５回 みえ若者就労支援ネットワーク会議　議事要録

【　出　席　者　】（２２名）
市民ネットワークすずかのぶどう　　　佐藤
グローバルブレイン　　　　　　　　　佐々木

三重県社会福祉協議会　　　　　　　　北出
いせコンビニネット　　　　　　　　　浦田
伊賀市社会福祉協議会　　　　　　　　一見
三重大学人文学部　　　　　　　　　　石阪
三重県若者自立支援センター　　　　　宇佐美、紙谷、嶋田、内藤、濱條

三重県生活部男女共同参画・ＮＰＯ室　堀木
おしごと広場みえ　　　　　　　　　　平岩
三重県こころの健康センター　　　　　江場
三重県自閉症発達障害支援センター　　正木

若者就業サポートステーション・みえ　浅井、金田、中川

ＮＰＯ寺子屋プロジェクト　　　　　　井上、戸上、馬場、水谷
【　配　布　資　料　】
（資料１）第５回 みえ若者就労支援ネットワーク会議 事項書
（資料２）平成20年度 第５回みえ若者就労支援ネットワーク会議 アンケート
（資料３）みえ若者就労支援ネットワーク会議 ～グループワーク～（第４回会議）
（資料４）若者の就労を考える保護者向けセミナー（四日市会場）アンケート集計結果
１．アンケート記入
○（資料２）のアンケートを出席者全員が記入。
２．情報共有が必要な事項の報告、告知など
○「保護者向けセミナー（2/21、四日市会場）」に関し、ＮＰＯ寺子屋プロジェクト・井上より報告。当日のアンケート集計結果は（資料４）を参照。

３．ペアになって相互インタビュー
○アンケート記載事項を中心に、２人１組でヒアリング。

４．今年度の総括と次年度への展望（全員で意見交換）
（１）ネットワーク会議を行ってきてよかったこと
○県内の成功事例や努力している事例について、掘り下げることができた。
○当事者について、相談したり紹介したりできるような「つながり」ができた。
（２）次のステップとして考えるべきこと
○実際に現場を見てみる。見ることによって感じることがある。
○ニートになった背景やニートの状態から脱出できたきっかけなどについて、事例を纏める。このことについては、伊賀の取り組みがモデルになる。
（３）ネットワーク会議を取り巻く環境の変化
○ネットワークのつながりが深まってきたこともあって、たくさんの相談者を受け入れている。ただし、狭義では必ずしもニートとはいえないような、障がいを持つ人の相談が多い。また、相談者の増加によって、一人ずつ就労支援をしていては間に合わない状態になりつつある。その意味で、ネットワーク会議の位置づけも変わってきているのではないかと感じており、何らかの役割分担が必要だと思う。
○景気悪化の流れが凄まじく、今まで“普通に”働けた人ですら無業になっている。こうしたもとで策定された「緊急雇用対策」は、ニートのことを十分念頭に置いているとはいえない内容である。ネットワーク会議としても、支援のターゲットや戦略が必要であり、政策提言についても考えていく時期なのかもしれない。
（４）ネットワーク会議の目指す先
○各支援機関が個別には支援しきれない部分を、ネットワークを通して実際に解決していく。
○企業や農業者など受入側も、運営に参加できるようにしていく。
○情報共有だけでなく、事例を纏めていく。それにより、県内各地域への展開が可能になる。その点では、「若者自立支援センター」の地域版が必要なのだろうが、それを促進するための法整備は緒についたばかりである。

（５）支援対象者の実態把握について
○保護者向けセミナーのアンケート集計結果を見ても、参加者の本音がつかめない。例えば、セミナーの開催地によって、参加者の意識も異なるはずであり、そうした参加者の生の姿や傾向などについて知りたい。
○行政が持っている統計では、例えば不登校からニートにつながる、ということは分かるが、そうした統計があったとしても、やはり本音までは引き出せない。
（６）当事者に応じた支援のあり方について
○職場体験事業は、障がいを持つ人（障害者手帳を持っている人）の参加が多い。したがって、障がいを想定した事業にしないといけない。
○伊賀のサポステ事業は、伊賀市社協が中心となっている。そうした現場の視点が必要である。
○就労体験事業としては、いくら技術的なスキルアップをしても、なかなか就労につながらず、つながったとしても長続きしない。これを受けて、仕事に通うことの訓練を重視するようにしている。
○就労体験をしたいという人はそもそも少ないのではないか。「ハローワークへ通うことが仕事だ」という相談者もいる。
○当事者にとって、おしごと広場・サポステ・若者自立支援センター等の違いが分かりづらいのではないだろうか。そのなかで、ハローワークがあって“ハードルが低い”おしごと広場に当事者が行きやすい、といった状況もあるように思う。
○頭でっかちな「講座」から、「就労体験」では段差が大きいのではないだろうか。その間の支援として社会経験を積めるような場が必要だと思う。
（７）各主体への働きかけについて
○企業においては、「雇っていられない」というのが本音だと思う。したがって、企業に対しては、「啓発支援」が重要になる。
○当事者に対しては、日常生活訓練などの「学習支援」が不可欠である。
○支援対象者の掘り起こしに向けて、各種媒体を活用したり、各支援者が機会を見つけて顔を売って実施している支援事業をPRしてきたりすることが大切である。そうした取り組みを通じて、まずは相談に結びつけることが必要である。
以 上


